２０１２年８月６日
北海道電力株式会社　様
第25回反核平和の火リレー北海道実行委員会
　
要請書
　日頃より、北海道民の生活に欠かせない、電力の供給にご尽力されていることに心より敬意を表します。
　さて、昨年の東京電力・福島第一原発の事故をうけて、エネルギー政策は大きな岐路を迎えています。一向に事故収束の目処が立たない状況や、放射能汚染の恐怖と隣りあわせで避難を続ける福島周辺住民の状況を目の当たりにし、多くの道民が原子力発電に不安を抱え、再稼働には慎重な姿勢を示しています。
しかし、政府や電力会社は十分な安全対策をとらず、国民が判断するうえでの十分な情報提供も無いままで「電力不足」による経済への影響を強調し、大飯原発３号機の再稼働を強行しました。また、国会の事故調査委員会は福島第一原発事故の根本原因は「明らかに人災」とする報告書を公表し、規制当局と電力事業者が密接な関係を持ち、監視・監督機能が崩壊していたと指摘しています。
　私たち反核平和の火リレー実行委員会は広島平和公園で燃え続ける「平和の灯」を北海道に持ち帰り、７月17日幌延町をスタートし、８月５日の札幌ゴールまで、北海道内の全ての自治体を2,399人の青年・女性で走りつなぎ、全ての原発の廃炉とエネルギー政策の転換を訴えてきました。
　つきましては、貴職におかれましては、7,627人の反核平和の火リレー参加者の総意である下記事項を実現・実行されるよう、要請いたします。
記
１．泊原発を廃炉にし、原子力発電に頼らない電力供給につとめること。

２．詳細な北海道内の電力需給状況を、北海道民に示すこと。
３．エネルギー政策の転換にむけ、政府にはたらきかけること。
以上


